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遠隔授業はコロナ禍での暫定措置で終わらず，今後も継続的に大学・短大の授業形態の１つとして利用

されていくと予想される．しかし，遠隔授業ならではの不適切学習行動が指摘されており，対策に頭を

悩ませている教員も多数いると予想される．不適切学習行動については現在のところ十分な分析や研究

が行われていない．そこで，我々は遠隔授業不適切学習行動の頻度と同時に学習動機づけ尺度を調査し，

不適切行動がどのような頻度で行われ，学習動機づけと関連があるかどうかを検証する分析を行なった．

分析の結果，不適切学習行動と学習動機づけとに関連があることが示された． 
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1. はじめに 

大学等における遠隔授業の取扱いでは，同時性又は

即応性を持つ双方向性(対話性)を有し，面接授業に相

当する教育効果を有すると認められる授業科目につい

ては，遠隔授業の授業時数が半数を超えないという条

件で面接授業の授業科目として取り扱うことができる

という発表がなされた(1)．遠隔授業はコロナ禍の緊急

措置として導入されたが，今後の大学の授業において

も,遠隔授業の形態で実施される授業が一定数残って

いくことが予想される． 

遠隔授業では，教師や仲間からの影響が少なくなる

ため，自分の学習プロセスに主体的に関与していくこ

とがより一層求められる．しかしながら，これまで著

者らが行った遠隔授業における主体的学習に関する調

査では，遠隔授業の仕組みを利用した不適切な学習行

動（以後「不適切学習行動」）の存在が明らかになって

いる(2)．遠隔授業の不適切学習行動については，学業

上の不正行為としての報告(3) (4)はあるが，遠隔授業の

問題点としての指摘にとどまり，不適切学習行動の実

態やその要因に関する報告は限られている．  

一方，遠隔授業の学習環境と学習効果を調査した研

究では，「機器トラブルが心配」「課題提出状況の提示」

「学内Wi-Fi環境の整備」「アプリケーションの充実」

といったシステム面や，「課題の負担が大きい」「教員

や学生とのコミュニケーションが図りにくい」といっ

た授業方法に対するニーズが高い傾向にあり，「意見や

質問がしづらい」「知識や技術が身についているか心配」

「集中力が続かない」など自身の学習パフォーマンス

に対する意見は前者に比べて少ない割合となっている

(5)．この結果を見ると，学生のニーズは授業への興味

や関心，内容の習熟よりもシステム面に向いているこ

とが読み取れる． 

遠隔授業では，学ぶことに積極的な学生ほど学習へ

の取り組みやすさを感じていることが報告されており

(6)，不適切学習行動をとる学生ほど，自律的な動機づ

けが低いことが予想される。そこで本研究では，遠隔

授業における不適切学習行動と学習動機づけとの関連

について分析をおこない，不適切学習行動をとる学生

の動機づけの状態を明らかにする． 

2. 質問項目 

遠隔授業における学習行動調査には，46問で構成さ
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れる遠隔授業用主体的学習分類尺度の開発で使用して

いる質問項目を利用した(2)．遠隔授業時の学習行動頻

度に関する各質問項目に対して，「ほとんどしない

(10%以下)」から「いつもする(90%以上)」までの５件

法で回答させた．今回の分析に使用した不適切行動の

質問項目は表 1に示す． 

表 1 遠隔授業不適切行動質問項目 

設問 設問内容 
Q8 体調不良や特別な事情がなくても，単位認

定に影響がない範囲で授業を欠席する 
Q27 ライブ授業にアクセスはしているが視聴し

ていない（寝る・離席するなど） 
Q28 ライブ授業にアクセスはしているが，その

授業とは関係のない作業をしている（別の

授業の課題・ネット閲覧・スマホ操作、移動

中など） 
Q29 オンデマンド動画の再生はするが，視聴は

しない（寝る・離席するなど） 
Q30 オンデマンド動画の再生をしながら，その

授業とは関係のない作業をしている（別の

授業の課題・ネット閲覧・スマホ操作、移動

中など） 
Q32 ライブ授業では冒頭だけアクセスして途中

で退室する 
Q34 課題内容がほぼ空欄でも提出する 
Q35 重要語句や答えだけを丸暗記する 
Q39 課題実施にライブ授業録画やオンデマンド

動画の視聴が必要であっても，見ずに課題

を実施する 
Q40 理解できない授業は途中で視聴をやめる 
Q42 課題やレポートは友人の解答を写したり、

少し改変したりして提出する 
 
Q27, Q28, Q29, Q30, Q32, Q39, Q40は遠隔授業提

供の仕組みを利用した不適切行動で，著者らを含む 3

名の研究者が参加した学会や FD 研究会などの報告事

例を参考に抽出したものである．Q8, Q34, Q35, Q42

は対面授業でも見られる不適切行動で，遠隔授業にお

いても行っていると予想される行動である． 

この学習行動頻度と比較分析をする尺度として，岡

田らの大学生用学習動機づけ尺度(7)を用いた．この尺

度は 5件法 34問で構成され，「外発」「取り入れ」「同

一化」「内発」の４つの下位尺度で構成される． 

2.1 調査方法 

調査は２つの大学・短大にて 2021年度に実施した．

１つの大学は２キャンパスで調査したが，学部学科が

全く異なるため，実質的には３大学での調査と同等で

ある． 

Web フォームを用意し，QR コード及び URL を提

示して回答を依頼した．1〜2週間程度の回答期限を設

け，回答者の都合の良い時間に PC またはスマートフ

ォンなどで回答してもらった．回答欄末尾に「研究利

用拒否」欄を設け，この欄にチェックした回答につい

ては分析対象から除外した．最終的に得られた研究利

用可能な有効回答は 415件であった． 

2.2 倫理承認 

本調査にあたっては東海大学「人を対象とする研究」

に関する倫理委員会（承認番号 21032）の承認を得て

実施した． 

3. 分析結果 

3.1 遠隔授業不適切行動の頻度分布 

表 1 で示した遠隔授業不適切行動の回答分布を表 2

に示す．Q32の「ライブ授業では冒頭だけアクセスし

て途中で退室する」を 50％以上の頻度で行っている学

生は 1.7%(n=7)と少ないながらも存在していることが

確認できた．Q28，Q30の「授業中に授業とは関係の

ない作業をする」を 50%以上の頻度で行っている学生

は，それぞれ 18.1%(n=75)，13.7%(n=57)と少し多く

なっている．遠隔授業は教員の監視の目が届かないこ

とと，集中力を維持するのが対面授業と比べて難しい

ことが原因と考えられる．Q39「学習動画を視聴せず

に課題を実施する」の行動をさせないための工夫は

FD 研究会などでも散見されるが，今回の調査でも

50%以上の頻度で行っている学生が 9.5%(n=40)存在

していることが確認できた．これは課題の負担が大き

いことと関連していると考えられる．Q35「重要語句

や答えだけを丸暗記する」は対面授業でもよく見られ

る行動で， 50%以上の頻度で行っている学生が

27.2%(n=113)と遠隔授業においても多いことがわか

る．その他の不適切行動を 50%以上の頻度で行う割合

も 5〜10%程度になっており，教員の直感的な認識通

り少ないながらも存在していることが確認できた． 
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表 2 遠隔授業不適切行動の回答数(%) (n=415) 

設問 ほ
と
ん
ど
し
な
い(10%

以
下) 

と
き
ど
き
す
る(30%

程
度) 

す
る
と
き
と
し
な
い
と
き
が
あ
る(50%

) 

よ
く
す
る(70%

程
度) 

い
つ
も
す
る(90%

程
度) 

Q8 331 
79.8% 

26 
6.3% 

24 
5.8% 

20 
4.8% 

14 
3.4% 

Q27 287 
69.2% 

82 
19.8% 

23 
5.5% 

18 
4.3% 

5 
1.2% 

Q28 201 
48.4% 

139 
33.5% 

51 
12.3% 

20 
4.8% 

4 
1.0% 

Q29 320 
77.1% 

56 
13.5% 

23 
5.5% 

13 
3.1% 

3 
0.7% 

Q30 242 
58.3% 

116 
28.0% 

40 
9.6% 

13 
3.1% 

4 
1.0% 

Q32 394 
94.9% 

14 
3.4% 

3 
0.7% 

3 
0.7% 

1 
0.2% 

Q34 359 
86.5% 

33 
8.0% 

13 
3.1% 

3 
0.7% 

7 
1.7% 

Q35 174 
41.9% 

128 
30.8% 

79 
19.0% 

31 
7.5% 

3 
0.7% 

Q39 311 
74.9% 

64 
15.4% 

29 
7.0% 

6 
1.4% 

5 
1.2% 

Q40 324 
78.1% 

64 
15.4% 

20 
4.8% 

6 
1.4% 

1 
0.2% 

Q42 366 
88.2% 

29 
7.0% 

17 
4.1% 

1 
0.2% 

2 
0.5% 

3.2 不適切学習行動頻度と動機づけの分析 

表 2の不適切学習行動頻度で「ほとんどしない」と

「ときどきする」と回答したグループを低群，「すると

きとしないときがある」「よくする」「いつもする」と

回答したグループを高群として２つに分けた．低群と

高群で４種類の動機づけについて差があるかを検証し

た結果を表 3〜6 に示す．動機づけの分布は正規分布

を仮定できないため，有意差の検定には Mann-
Whitneyの U検定を用いた． 

Q35「重要語句や答えだけを丸暗記する」は全ての

動機づけで有意差が見られる．Q35の高群は学びの喜

びや必要性よりも義務感で学習していることがわかる．

Q39「動画を見ずに課題を実施する」，Q40「途中で視

聴を止める」の高群も外発的動機づけに有意差があり，

義務感で学習を行っていることがわかる．単位取得を

意識させて安易に学習を促すとQ35, Q39, Q49のよう

な行動が増える可能性が示唆される．一方，Q27, Q28, 

Q29, Q30, Q32の遠隔授業中に寝たり別の作業をした

り退出したりなどの高群は外発的動機づけには有意差

がなく，内発的動機づけが有意に低い．学ぶ意義や楽

しさを理解できないためにアクセスはするが集中力が

続かないといえる．遠隔授業は教員が学生の様子を随

時監視して学習を促すことが難しい．オンデマンド形

式ではほぼ不可能である．遠隔授業で効果的な学習を

促すには，対面授業以上に丁寧な学習意義の説明や学

びの必要性の理解を促すことが重要であることが改め

て明らかになったといえる． 

表 3 不適切学習頻度と動機づけ（外発） 

設問 群 n m±SD p値 
Q8 低群 

高群 
357 
58 

2.0±1.0 
2.3±1.2 0.079 

Q27 低群 
高群 

369 
46 

2.0±1.0 
2.2±1.1 0.135 

Q28 低群 
高群 

340 
75 

2.0±1.0 
2.2±1.2 0.233 

Q29 低群 
高群 

376 
39 

2.0±1.0 
2.3±1.1 0.077 

Q30 低群 
高群 

358 
57 

2.0±1.0 
2.2±1.1 0.162 

Q32 低群 
高群 

408 
7 

2.0±1.0 
2.8±1.2 0.052 

Q34 低群 
高群 

392 
23 

2.0±1.0 
2.3±1.2 0.235 

Q35 低群 
高群 

302 
113 

1.9±1.0 
2.3±1.0 0.000 *** 

Q39 低群 
高群 

375 
40 

2.0±1.0 
2.5±1.1 0.001 ** 

Q40 低群 
高群 

388 
27 

2.0±1.0 
2.6±0.9 0.001 ** 

Q42 低群 
高群 

395 
20 

2.0±1.0 
2.4±1.0 0.069 

* p<.05   ** p<.01   *** p<.001 

表 4 不適切学習頻度と動機づけ（取り入れ） 

設問 群 n m±SD p値 
Q8 低群 

高群 
357 
58 

3.2±0.8 
3.1±0.8 0.414 

Q27 低群 
高群 

369 
46 

3.2±0.8 
3.1±0.9 0.577 

Q28 低群 
高群 

340 
75 

3.2±0.8 
3.2±0.9 0.782 

Q29 低群 
高群 

376 
39 

3.2±0.8 
3.2±0.9 0.547 

Q30 低群 
高群 

358 
57 

3.2±0.8 
3.2±0.8 0.961 
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Q32 低群 
高群 

408 
7 

3.2±0.8 
3.1±0.6 0.839 

Q34 低群 
高群 

392 
23 

3.2±0.8 
3.0±0.8 0.193 

Q35 低群 
高群 

302 
113 

3.1±0.8 
3.4±0.7 0.006 ** 

Q39 低群 
高群 

375 
40 

3.2±0.8 
3.1±0.7 0.330 

Q40 低群 
高群 

388 
27 

3.2±0.8 
3.1±0.5 0.277 

Q42 低群 
高群 

395 
20 

3.2±0.8 
3.0±0.8 0.305 

* p<.05   ** p<.01   *** p<.001 

表 5 不適切学習頻度と動機づけ（同一化） 

設問 群 n m±SD p値 
Q8 低群 

高群 
357 
58 

4.1±0.8 
3.6±0.9 0.001 ** 

Q27 低群 
高群 

369 
46 

4.0±0.8 
3.6±0.9 0.001 ** 

Q28 低群 
高群 

340 
75 

4.1±0.8 
3.7±1.0 0.004 ** 

Q29 低群 
高群 

376 
39 

4.1±0.8 
3.7±1.0 0.060 

Q30 低群 
高群 

358 
57 

4.0±0.8 
3.6±0.9 0.001 ** 

Q32 低群 
高群 

408 
7 

4.0±0.9 
3.6±0.6 0.083 

Q34 低群 
高群 

392 
23 

4.0±0.8 
3.7±1.2 0.171 

Q35 低群 
高群 

302 
113 

4.1±0.8 
3.8±0.9 0.002 ** 

Q39 低群 
高群 

375 
40 

4.0±0.8 
3.7±0.8 0.014 * 

Q40 低群 
高群 

388 
27 

4.0±0.9 
3.5±0.7 0.000 *** 

Q42 低群 
高群 

395 
20 

4.0±0.8 
3.4±0.9 0.002 ** 

* p<.05   ** p<.01   *** p<.001 

表 6 不適切学習頻度と動機づけ（内発） 

設問 群 n m±SD p値 
Q8 低群 

高群 
357 
58 

3.6±0.7 
3.3±0.7 0.003 ** 

Q27 低群 
高群 

369 
46 

3.6±0.7 
3.2±0.8 0.000 *** 

Q28 低群 
高群 

340 
75 

3.7±0.7 
3.2±0.8 0.000 *** 

Q29 低群 
高群 

376 
39 

3.6±0.7 
3.1±0.8 0.000 *** 

Q30 低群 
高群 

358 
57 

3.7±0.7 
3.2±0.7 0.000 *** 

Q32 低群 
高群 

408 
7 

3.6±0.7 
2.9±0.6 0.009 ** 

Q34 低群 
高群 

392 
23 

3.6±0.7 
3.3±0.8 0.062 

Q35 低群 
高群 

302 
113 

3.7±0.7 
3.3±0.7 0.000 *** 

Q39 低群 
高群 

375 
40 

3.6±0.7 
3.3±0.8 0.011 * 

Q40 低群 
高群 

388 
27 

3.6±0.8 
3.2±0.5 0.001 ** 

Q42 低群 
高群 

395 
20 

3.6±0.7 
3.0±0.8 0.001 ** 

* p<.05   ** p<.01   *** p<.001 

4. まとめ 

今回の調査で，FD 研究会などにおいて教員の不満

として口にされる不適切学習行動が 1人 2人の特例で

はなく，一定数存在していることが確認できた．また，

課題提出に関わらない不適切学習行動は内発的動機づ

けが低いことに起因していることがわかった． 
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